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中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
一

翼
を
担
っ
て
き
た
商
店
街
。

伝
統
的
な
心
と
技
、
郷
土
の

昔
と
今
を
映
す
そ
の
佇
た
た
ず
ま
い

は
、
未
来
へ
と
受
け
継
が
れ

て
い
き
ま
す
。

小
田
原
駅
周
辺
の
商
店
街
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障
害
の
あ
る
か
た
が
、
生
き
生
き
と
暮
ら
し
、
夢
や
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
自
分
ら
し
く
努
力
で
き
る
よ
う
な
身
近
な
地
域
社
会
の
実
現
。

そ
の
た
め
に
、
障
害
の
あ
る
か
た
も
な
い
か
た
も
互
い
に
尊
重
し
、
理
解
し
、

助
け
合
う
こ
と
の
で
き
る
共
生
社
会
の
構
築
が
必
要
で
す
。

Y
障
害
福
祉
課　

☎
33
１
４
６
７

「
や
さ
し
い
」
か
ら
始
ま
っ
た

障
害
者
福
祉

　

障
害
の
あ
る
か
た
の
地
域
に
お
け
る
自
立

し
た
生
活
の
実
現
。

　

市
で
は
、
障
害
者
福
祉
計
画
を
策
定
し
、

「
あ
な
た
に
や
さ
し
い　

わ
た
し
に
や
さ
し

い　

み
ん
な
に
や
さ
し
い
ま
ち　

小
田
原
」

を
基
本
理
念
に
、
障
害
の
あ
る
か
た
、
な
い

か
た
の
ど
ち
ら
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
や
家

庭
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
障
害
の
あ
る
か
た
の
生

活
に
か
か
わ
る
法
律
が
新
た
に
施
行
あ
る
い

は
改
正
さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
障
害

者
福
祉
の
考
え
方
や
、
施
策
を
進
め
る
枠
組

み
な
ど
障
害
福
祉
に
お
け
る
環
境
な
ど
が
大

き
く
変
わ
り
始
め
て
い
ま
す
。

障
害
の
あ
る
か
た
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化

　

平
成
18
年
に
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行

さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
障
害
種
別
（
身

体
・
知
的
・
精
神
の
各
障
害
）
ご
と
で
あ
っ

た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
公
費
負
担

医
療
の
仕
組
み
が
一
元
化
さ
れ
、
共
通
の
制

度
で
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
が
市
町
村

に
一
本
化
さ
れ
、
障
害
の
あ
る
か
た
の
就
労

支
援
の
方
策
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

一
方
、
平
成
17
年
の
発
達
障
害
者
支
援
法

の
施
行
に
よ
り
、
自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー

症
候
群
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
多
動
性
障

12
月
３
日
〜
９
日
は
障
害
者
週
間

【
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
】

（
主
に
身
体
障
害
者
の
か
た
を
対
象
）

福祉サービス利用をはじめ、さまざまな相談のほか、
パソコン講習（年賀状・自分誌作り）、ティーサ
ロンなどの講座も開いています。また、障害を
持つ相談員が、同じような障害のあるかたの相
談をお受けするピアカウンセリング（要予約、無
料）は土曜を中心にお受けしています。気軽な
ご利用をお待ちしています。

社会福祉士　毛利佳
よし

子
こ

さん

Information
東町１-７-７
☎３１-１３０１　6３１-１３０２
＜相談日時＞
月、火、木、金９：００～１８：００
土、日、祝祭日９：００～１７：００
※定休日は水曜日
＜アクセス＞
小田原駅から「国府津駅行き」に
乗車。バス停「東町派出所前」
下車 徒歩７分
＜駐車場＞
２台有り

と
も
に〝
暮
ら
し
、活
動
し
、

働
く
こ
と
の
で
き
る
地
域
〞が
そ
こ
に

市
で
は
、
障
害
者
の
か
た
や
、
そ
の
保
護
者
の
か
た
な
ど
を
対
象
に
、

日
常
生
活
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
就
労
な
ど
の
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。
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害
）
な
ど
発
達
障
害
の
定
義
の
明
確
化
や
そ

の
こ
と
へ
の
理
解
と
促
進
が
図
ら
れ
、
発
達

障
害
の
あ
る
か
た
に
対
す
る
生
活
全
般
に
わ

た
る
支
援
や
、
発
達
障
害
者
支
援
を
担
当
す

る
組
織
相
互
の
緊
密
な
連
携
が
図
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
障
害
者
雇
用
促
進
法
が
改
正
さ
れ
、

障
害
者
雇
用
率
制
度
の
適
用
に
当
た
り
、
精

神
障
害
の
あ
る
か
た
も
雇
用
率
の
算
定
対
象

と
な
り
、
精
神
障
害
の
か
た
に
対
す
る
雇
用

対
策
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
自
宅
な
ど
で
就

業
す
る
障
害
者
に
仕
事
を
発
注
す
る
事
業
主

に
対
し
、
特
例
調
整
金
・
報
奨
金
を
支
給
す

る
な
ど
、
在
宅
就
業
障
害
者
に
対
す
る
支
援

も
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
国
や
地
方
公
共
団
体

は
、
障
害
者
の
雇
用
促
進
施
策
を
推
進
す
る

た
め
、
福
祉
施
策
と
の
連
携
が
図
ら
れ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
障
害
が
重
複
し
て
い
る
児
童
生

徒
に
対
応
し
た
適
切
な
教
育
を
行
う
た
め

に
、学
校
教
育
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
盲
・

聾ろ
う

・
養
護
の
各
学
校
が
、
障
害
種
別
を
超
え

た
特
別
支
援
学
校
に
一
本
化
さ
れ
、
ま
た
、

特
別
な
場
で
教
育
を
行
う「
特
殊
教
育
」か
ら
、

一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援

を
行
う
「
特
別
支
援
教
育
」
へ
転
換
さ
れ
ま

し
た
。

障
害
の
あ
る
か
た
の

利
用
者
と
し
て
の
意
識
変
化

　

障
害
の
あ
る
か
た
自
身
の
意
識
の
変
化
な

ど
、
そ
の
時
々
の
状
況
の
変
化
に
対
応
し
た

施
策
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

従
来
は
行
政
が
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
受
け
手

【
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー「
う
い
ず
」】

（
主
に
知
的
障
害
者
の
か
た
を
対
象
）

Information
城山１-１３-２５  碓井ビル１階
☎・6３４-１１２３
＜相談日時＞
火～土９：３０～１８：００
※定休日は日、月、祝祭日
☆緊急の際は夜間・休日でも電
話応対します（携帯：０８０-５
４１１-９５７３）

＜アクセス＞
小田原駅西口から徒歩３分
＜駐車場＞
なし（近くに有料駐車場有り）

【
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー「
や
す
ら
ぎ
」】

（
主
に
精
神
障
害
者
の
か
た
を
対
象
）

Information
城山１-１３-２５  碓井ビル地下１階
☎・6３４-１３５１
＜相談日時＞
月～水、金、土１０：００～１８：３０
※定休日は木、日、祝祭日
＜アクセス＞
小田原駅西口から徒歩３分
＜駐車場＞
なし（近くに有料駐車場有り）

障害をお持ちのかたの地域生活を支援するため
に、電話・来所・訪問で相談をお受けしています。
必要に応じて個別支援会議（障害をお持ちのか
たと生活にかかわる人や支援機関などが集まり、
行われる話し合い）も開きます。障害をお持ちの
かたも、地域で安心して暮らせる“思いやり”の
ある小田原であってほしいと思います。

相談支援専門員　社会福祉士　関正明さん
ささいな悩み、少々の生活リズムの変化（朝起
きる時間が少し遅れたなど）でも、障害を持つか
たへはとても重大な影響を及ぼします。時には、
皆さんの何げない言動一つを、差別や偏見と感
じ取ってしまうこともあります。障害を持つかたも、
同じ一人の人。皆さんの“温かさ”が通じれば、
きっと分かり合えると思います。

精神保健福祉士　本杉康行さん
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を
決
定
し
て
い
た
も
の
を
、
障
害
の
あ
る
か

た
が
自
ら
事
業
者
を
選
び
、
事
業
者
と
対
等

に
、
契
約
に
基
づ
い
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
と
い
う
仕
組
み
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
身
近
な

も
の
と
な
り
、
利
用
者
と
し
て
の
ニ
ー
ズ
の

実
現
が
図
ら
れ
、
社
会
生
活
へ
の
積
極
的
な

参
加
な
ど
利
用
者
自
身
の
意
識
に
も
変
化

が
生
じ
て
き
て
い
ま
す
。

障
害
者
福
祉
の

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
と
と
も
に

　

市
で
は
、
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
障

害
の
あ
る
か
た
が
地
域
で
、
ゆ
と
り
の
あ
る

暮
ら
し
、
触
れ
合
い
の
活
動
、
働
く
意
欲
の

向
上
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

生
活
場
面
に
お
い
て
、
あ
る
べ
き
姿
を
見
詰

め
て
い
ま
す
。

障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
各
種
相
談
窓
口
を
開
設
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
、必
要
な
の
は
、ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
（
＊
）。
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
福
祉

の
〝
受
け
手
〞
で
あ
り
、
ま
た
〝
担
い
手
〞
で

も
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
、
と
て

も
大
切
な
の
で
す
。

（
＊
）ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
：

障
害
者
と
健
常
者
が
区
別
さ
れ
る
こ
と
な
く

社
会
生
活
を
共
に
す
る
の
が
正
常
で
あ
り
、

本
来
の
望
ま
し
い
姿
で
あ
る
と
す
る
こ
と

【
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー「
ぽ
け
っ
と
」】

（
就
労
や
就
職
を
希
望
さ
れ
る
か
た
を
対
象
）

Information
曽比１７８６-１  オークプラザⅡ
☎３９-２００７　6３６-００３０
＜相談日時＞
月～金８：３０～１８：００
土９：００～１７：００
※定休日は日、祝祭日
＜アクセス＞
小田急小田原線　栢山駅から徒
歩２分
＜駐車場＞
１台有り

【
こ
ど
も
ホ
ッ
と
相
談
カ
フ
ェ
】

（
主
に
障
害
児
の
か
た
を
対
象
）

Information
荻窪３６２-２　第２オギクボビル
☎３２-３０２０　6３２-３０８５
＜相談日時＞
月～土（土は第３のみ)８：３０～１７：００
※定休日は土(第３以外)、日、祝祭日
☆保護者のかただけでなく、学校や幼稚園、
保育園の先生からの相談もお受けします。

☆緊急の際は夜間・休日でも電話応対
します（携帯：０８０-５４８０-３０２０）
＜アクセス＞
小田原駅から「市役所経由」に乗車。
バス停「市役所前」下車 徒歩３分
＜駐車場＞
２台有り

開所から１年半という新しい相談事務所です。
発達に心配のあるお子さんをお持ちのご家族や、
その他さまざまなかたからのご相談をいただきま
す。直接お話を伺ったり、より専門的なサービ
スを紹介したり、多感な時期のお子さんをお持
ちのお父さんやお母さんの“支え”になっていき
たいと思います。ぜひ、ご連絡ください。

相談支援専門員　勝村文
あや

乃
の

さん

障害を持つかたの希望職種はさまざまで、労働
意欲は非常に高いと実感しています。就職先
への体験実習に同行したり、就職後も定期的
に触れ合いの機会を設けています。皆さんの身
の回りで、障害を持つがゆえのちょっとした失敗
があった場合も、“成長”を見守ってくだされば幸
いです。

就業支援担当　渡辺直人さん
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小
田
原
手
形
は
、
木
片
に
伝
統
的
工
芸

品〝
箱
根
寄
木
細
工
〞を
張
り
合
わ
せ
、「
小

田
原
ブ
ラ
ン
ド
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
携
帯
電
話
で
読
み
取
れ

る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

な
ど
を
彫
り
込

ん
だ
携
帯
ス
ト

ラ
ッ
プ
型
の
手

形
で
す
。

　

こ
れ
を
購
入

し
た
か
た
が
、

サ
ー
ビ
ス
参
加

店
舗
を
利
用
す
る
際
に
提
示
す
る
と
、
店

舗
ご
と
に
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
参
加
店
舗
は
各
自
で
工
夫
を
凝

ら
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
定
期
的
に
見

直
し
、
常
に
消
費
者
の
か
た
に
喜
ば
れ
る

よ
う
な
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。
お
得
な

情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
電
子
メ
ー
ル
、

商
店
街
連
合
会
無
料
情
報
誌「
ア
ン
ジ
ュ
」

な
ど
で
、
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

「
小
田
原
ど
ん
」
も
近
日
公
開

　
「
小
田
原
ブ
ラ
ン
ド
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
う
ち
、
市
と
商
店
街
連
合
会
、
箱

Y
産
業
政
策
課　

☎
33
１
５
１
１

〜
地
域
資
産
を
活
用
し
た
〝
豊
か
な
ま
ち
・
小
田
原
〞
へ
、
商
店
街
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
〜

　

平
成
20
年
度
・
地
方
の
元
気
再
生
事

業
に
選
ば
れ
た
「
小
田
原
ブ
ラ
ン
ド
元
気

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
う
ち
、「
小
田
原
手

形
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
、
い
よ
い
よ
始
ま

り
ま
す
。

　

先
人
た
ち
の
残
し
た
地
域
資
産
を
生
か

し
つ
つ
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
新

た
な
挑
戦
を
し
続
け
、
よ
り
住
み
や
す
く

豊
か
な
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
の
安
全
安
心
を
守
る

商
店
街
は
今

　

長
期
的
な
商
店
数
や
販
売
額
の
減
少
が

見
ら
れ
る
中
、
地
域
に
昔
か
ら
あ

る
商
店
街
は
、
街
路
灯
や
ア
ー
ケ
ー
ド
の

設
置
・
維
持
の
ほ
か
に
、
街
か
ど
お
休
み

処
、
子
ど
も
１
１
０
番
事
業
な
ど
の
実
施

を
通
じ
て
、
地
域
を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
、
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
本
格
的

な
移
行
が
目
前
に
迫
る
中
で
、
そ
れ
ま
で

担
っ
て
き
た
住
民
と
「
顔
と
顔
の
見
え
る

関
係
」
を
築
く
機
能
な
ど
、
地
域
づ
く
り

の
核
と
し
て
の
役
割
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
商
店
街
は
、
納
涼
祭
・
盆
踊
り
な

ど
地
域
の
か
た
と
密
着
し
た
季
節
の
イ

ベ
ン
ト
や
、
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
ユ

ニ
ー
ク
な
活
性
化
事
業
な
ど
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
昨
今
の
社
会

情
勢
の
中
で
、
厳
し
い
経
営
を
迫
ら
れ
て

い
ま
す
。

小
田
原
手
形
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
市
で
は
、
商
店

街
連
合
会
や
箱
根
物
産
連
合
会
と

協
働
し
て
商
店
街
へ
の
回
遊
性

の
向
上
や
、
顧
客
化
率
、
購
買
率
、

再
利
用
率
な
ど
を
高
め
る
事
業
と
し

て
「
小
田
原
手
形
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

取
り
組
み
ま
す
。

「
小
田
原
手
形
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、ス
タ
ー
ト
！

根
物
産
連
合
会
が
協
働
し
て
取
り
組
む
も

う
一
つ
の
事
業
、そ
れ
が
「
小
田
原
ど
ん
」

で
す
。

　

こ
の
事
業
の
主
役
は
、
ま
ち
の
飲
食
店

で
、
自
慢
の
料
理
と
最
高
の
お
も
て
な
し

を
提
供
し
ま
す
。

　

そ
の
名
脇
役
と
な
る
の
が
、
伝
統
的
工

芸
品
と
し
て
指
定
さ
れ
た〝
小
田
原
漆
器
〞

と
〝
箱
根
寄
木
細
工
〞
の
食
器
。
市
の
誇

る
伝
統
工
芸
の
器
に
盛
り
つ
け
ら
れ
た
小

田
原
の
味
覚
が
、
そ
の
魅
力
を
さ
ら
に
強

く
発
信
し
ま
す
。

　

現
在
、
参
加
飲
食
店
の
募
集
を
終
え
、

メ
ニ
ュ
ー
の
考
案
と
食
器
の
製
作
を
始
め

て
お
り
、
来
年
２
月
こ
ろ
に
お
披
露
目
の

予
定
で
す
。

【小田原手形によるサービスの例】
●商品お買い上げのかたにオ
リジナル製品プレゼント
●お食事のかたに小鉢一品
またはドリンク１本プレ
ゼント

●２,０００円以上ご利
用のかたに１割
引き

※写真はイメー
ジです。

※
背
景
の
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

小田原手形は１２月１２日f
５００円（税込）で発売開始予定です。
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12
月
27
日
N
〜
１
月
４
日
H
の
期
間
は
、市
の
一
般
業
務
は
お
休
み
し
ま
す

年
末
年
始
の
市
役
所
業
務

★
戸
籍
・
住
民
票
関
係

　

出
生
・
死
亡
・
婚
姻
な
ど
の
戸
籍
に
関
す
る

届
け
出
、
斎
場
の
予
約
、
埋
・
火
葬
許
可
な
ど

の
申
請
は
、
年
末
年
始
で
も
守
衛
室
（
市
役
所

１
階
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

27
日
G
午
前
中
は
国
府
津
駅
前
窓
口
コ
ー

ナ
ー
で
、
27
日
G
・
28
日
A
及
び
１
月
４
日
A

（
８
時
30
分
〜
17
時
）
は
マ
ロ
ニ
エ
住
民
窓
口

と
ア
ー
ク
ロ
ー
ド
市
民
窓
口
で
、
住
民
票
の
写

し
と
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
が
可
能
で
す

（
戸
籍
謄
抄
本
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　

な
お
、
身
分
証
明
書
ま
た
は
税
証
明
の
交
付

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
26
日
F
15
時
ま
で
に
、

市
民
窓
口
課
ま
た
は
資
産
税
課
へ
電
話
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

Y
守
衛
室　
　
　

☎
33
１
８
２
１

　

市
民
窓
口
課　

☎
33
１
３
８
６

　

資
産
税
課　
　

☎
33
１
３
６
１　

19
時
ま
で
の
窓
口
延
長
サ
ー
ビ
ス
（
市
役
所
２
階
の
市
税

総
務
課
、
資
産
税
課
、
市
民
窓
口
課
、
福
祉
政
策
課
国
民

年
金
担
当
、
高
齢
介
護
課
、
保
険
課
）
は
16
日
C
ま
で
行

い
ま
す
。
１
月
は
６
日
C
か
ら
始
め
ま
す
。

Y
職
員
課　

☎
33
１
２
４
１

★
支
払
窓
口

　

市
役
所
内
の
公
金
収
納
窓
口
（
５
番
）
は
26

日
F
16
時
ま
で
業
務
を
行
い
ま
す
。
１
月
は
５

日
B
か
ら
業
務
を
始
め
ま
す
。

　

市
税
な
ど
の
収
納
は
、
次
の
金
融
機
関
で
30

日
C
ま
で
取
り
扱
い
ま
す
。

○
横
浜
銀
行

○
ス
ル
ガ
銀
行

○
さ
が
み
信
用
金
庫

○
み
ず
ほ
銀
行

○
り
そ
な
銀
行

○
静
岡
銀
行

○
三
井
住
友
銀
行

○
静
岡
中
央
銀
行

○
中
央
三
井
信
託
銀
行

○
中
南
信
用
金
庫

○
中
央
労
働
金
庫

○
小
田
原
第
一
信
用
組
合

○
か
な
が
わ
西
湘
農
業
協
同
組
合

○
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局

★
ご
み
収
集
な
ど

●
燃
せ
る
ご
み
の
収
集

月
・
木
曜
日
の
収
集
地
区
は
29
日
B
ま
で
、

１
月
は
５
日
B
か
ら
で
す
。
火
・
金
曜
日
の

収
集
地
区
は
30
日
C
ま
で
、
１
月
は
６
日
C

か
ら
で
す
。

※
そ
の
ほ
か
の
ご
み
の
収
集
は
、「
ご
み
と
資
源

の
収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
大
型
ご
み
の
電
話
受
付
と
収
集

26
日
F
ま
で
、
１
月
は
５
日
B
か
ら
で
す
。

年
内
の
収
集
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お
早

め
に
電
話
申
込
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
ご
み
の
持
ち
込
み

27
日
G
及
び
28
日
A
は
休
業
し
ま
す
が
、
29

日
B
〜
31
日
D
は
11
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

１
月
は
５
日
B
か
ら
で
す
。

廃
木
材
の
持
ち
込
み
は
26
日
F
11
時
ま
で
、

１
月
は
５
日
B
か
ら
で
す
。
多
量
の
場
合
は

予
約
が
必
要
で
す
。

●
犬
猫
な
ど
の
死
体
処
理

　

１
月
１
日
_
は
行
い
ま
せ
ん
。

Y
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー

　

大
型
ご
み　
　
　
　
　
　

☎
32
１
１
５
３

　

ご
み
の
持
ち
込
み　
　
　

☎
34
７
３
２
５

　

犬
猫
な
ど
の
死
体
処
理　

☎
34
７
３
６
６

★
水
道

　

年
末
年
始
の
水
道
の
修
理
は
、
㈱
小
田
原
水

道
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
☎
42
２
８
８
２
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

転
出
精
算
、
水
道
料
金
の
納
付
な
ど
は
28
日

A
正
午
ま
で
、１
月
は
４
日
A（
日
曜
日
の
た
め
、

営
業
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で
）

か
ら
水
道
局
料
金
セ
ン
タ
ー（
☎
41
１
２
１
１
）

で
取
り
扱
い
ま
す
。
28
日
A
正
午
か
ら
１
月
３

日
G
ま
で
、
転
出
精
算
な
ど
の
手
続
き
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

水
道
料
金
は
、
バ
ー
コ
ー
ド
の
印
字
が
あ
る

納
付
書
で
あ
れ
ば
、
年
末
年
始
で
も
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
お
支
払
い
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
橘
地
区
は
県
営
水
道
で
す
の
で
、
県

営
水
道
お
客
さ
ま
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５

７
０-

０
０-

５
９
５
９
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

★
各
種
シ
ス
テ
ム
・
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

　

次
の
シ
ス
テ
ム
は
、
29
日
B
８
時
〜
18
時
の

間
は
、
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
利
用

で
き
ま
せ
ん
（
作
業
の
進
捗ち

ょ
く

状
況
に
よ
っ
て
、

停
止
時
間
は
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧

○
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

○
お
だ
わ
ら
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
登
録
・
変
更
・
停
止

○
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム

○
例
規
類
集
検
索
シ
ス
テ
ム

○
市
民
の
声
シ
ス
テ
ム

○
図
書
館
資
料
予
約
シ
ス
テ
ム

○
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

○
電
子
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

・
・
・
・
・
・

　

そ
の
ほ
か
、
市
の
施
設
な
ど
の
お
休
み
は
、

左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
不
明
な
点
は
、
休
み
に
入
る
前
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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（●が休み、▲が午後休み、■が１１：００から休みとなります）
日程など

施設など

１２／ １／ 問い合わせ先２５２６２７２８２９３０３１ １ ２ ３ ４ ５ ６
e f g a b c d - f g a b c 担当 電話番号

戸籍・住民票関係

市民窓口課、支所・連絡所、いずみ住民窓口
酒匂窓口コーナー、桜井窓口コーナー ※１

● ● ● ● ● ● ● ● ●
市民窓口課 ３３-１３８６国府津駅前窓口コーナー ▲ ● ● ● ● ● ● ● ●

マロニエ住民窓口、アークロード市民窓口 ● ● ● ● ● ●
支払窓口 市役所の指定金融機関派出所 ※１ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 出納室 ３３-１６３１
水道料金・下水道
使用料 水道局料金センター ※１ ▲ ▲ ● ● ● ● ● ● ▲ 水道局料金センター ４１-１２１１

医療関係
保健センター ※２ ● ● ● ● ● ● 保健センター ４７-０８２０
市立病院 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 市立病院 ３４-３１７５
片浦診療所 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 片浦診療所 ２９-００１２

ごみ・し尿
ごみの持ち込み ※１ ● ● ■ ■ ■ ● ● ● ● 環境事業センター ３４-７３２５
し尿収集 ※３ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 小田原市清掃協会 ３４-５３００

小田原衛生公社 ３５-３２２４

社会教育施設

まなびの相談室（マロニエ） ※４● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● まなびの相談室（マロニエ） ４７-３００２
生涯学習センターけやき ● ● ● ● ● ● ● 生涯学習センターけやき ３５-５３００
生涯学習センター国府津学習館 ● ● ● ● ● ● ● 生涯学習センター国府津学習館４８-２０３５
郷土文化館 ※５ ● ● ● ● 郷土文化館 ２３-１３７７郷土文化館分館松永記念館 ※６ ● ● ● ● ● ● ●
尊徳記念館 ● ● ● ● ● ● ● 尊徳記念館 ３６-２３８１
しみん学習フロア ● ● ● ● ● ● ● しみん学習フロア ２４-６３１０
塔ノ峰青少年の家 ● ● ● ● ● ● ● 塔ノ峰青少年の家 ２２-６２６８
市立図書館 ● ● ● ● ● ● ● 市立図書館 ２４-１０５５
かもめ図書館 ● ● ● ● ● ● ● かもめ図書館 ４９-７８００
マロニエ図書室 ● ● ● ● ● ● ● ● マロニエ ４７-１５１５
いずみ図書コーナー ● ● ● ● ● ● ● ● いずみ図書コーナー ３７-９１１１
こゆるぎ図書コーナー ● ● ● ● ● ● ● ● こゆるぎ図書コーナー ４３-０２００
小田原文学館 ● ● ● ● ● ● ● 小田原文学館 ２２-９８８１

体育施設

小田原球場 ※７● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 上府中公園 ４２-５５１１上府中スポーツ広場 ● ● ● ● ● ● ● ●
小田原アリーナ ● ● ● ● ● ● ●

小田原アリーナ ３８-１１４４

小田原テニスガーデン ● ● ● ● ● ● ●
城山陸上競技場 ● ● ● ● ● ● ●
城山庭球場 ● ● ● ● ● ● ● ●
小峰庭球場、寿町テニス場 ● ● ● ● ● ● ●
酒匂川スポーツ広場 ● ● ● ● ● ● ●
高田運動広場、鴨宮運動広場 ● ● ● ● ● ● ●
城内弓道場 ● ● ● ● ● ● ●
小田原スポーツ会館 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 小田原スポーツ会館 ２３-２４６５
酒匂川左岸サイクリング場 ● ● ● ● ● ● 公益事業協会 ２３-４４７０

観光施設

天守閣 ● ●
観光課 ２３-１３７３歴史見聞館 ● ●

遊園地 ● ●
小田原駅観光案内所 ● ● ● ● 観光協会 ２２-５００２
小田原城ミューゼ ● ● ● ● 小田原城ミューゼ ２２-３８２３
小田原宿なりわい交流館 ● なりわい交流館 ２０-０５１５

福祉施設
社会福祉センター ※８ ● ● ● ● ● ● ● ● 社会福祉センター ３４-３２２５
生きがいふれあいセンターいそしぎ ● ● ● ● ● ● いそしぎ ４９-２３３０
前羽福祉館 ● ● ● ● ● ● ● 高齢介護課 ３３-１８４１下中老人憩の家 ● ● ● ● ● ●

子育て支援施設

マロニエ子育て支援センター ● ● ● ● ● ● ● ● ● マロニエ子育て支援センター ４８-８６９８
いずみ子育て支援センター ● ● ● ● ● ● ● ● ● いずみ子育て支援センター ３７-９０７７
こゆるぎ子育て支援センター・子育てコーナー ● ● ● ● ● ● ● ● こゆるぎ子育て支援センター ４３-０２５１
ファミリー・サポート・センター ● ● ● ● ● ● ● ● ● ファミリー・サポート・センター ３５-００５３
児童プラザラッコ ● ● ● ● ● ● ● ● マロニエ子育て支援センター ４８-８６９８

駐車場など

栄町駐車場 平常どおり７時から２４時まで営業
栄町駐車場 ２４-７００７小田原駅東口臨時駐車場 平常どおり２４時間営業本町・藤棚・城内臨時駐車場

梅林臨時駐車場 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
東町自転車等保管場所 ● ● ● ● ● ● ● ● 暮らし安全課 ３３-１８５１

保管場所 ３５-０８５０
小田原駅東口自転車駐車場 ● ▲ ● ● ● ● 小田原駅東口自転車駐車場 ２４-０３７７
小田原駅西口第１第２自転車駐車場 ● ▲ ● ● ● ● 小田原駅西口第１第２自転車駐車場 ３２-３５３５
鴨宮駅北口第１第２自転車駐車場 ● ▲ ● ● ● ● 鴨宮駅北口第１第２自転車駐車場 ４８-１９６１
鴨宮駅南口自転車駐車場 ● ▲ ● ● ● ● 鴨宮駅南口自転車駐車場 ４８-４０４７
下曽我駅自転車駐車場 ● ▲ ● ● ● ● 下曽我駅自転車駐車場 ４２-６６９７

そのほかの施設

市民会館 ● ● ● ● ● ● ● 市民会館 ２２-７１４６
おだわら国際交流ラウンジ（栄町駐車場３階） ● ● ● ● ● ● 国際交流ラウンジ ２４-７７６０
おだわら市民活動サポートセンター（市民会館４階） ● ● ● ● ● ● ● ● 市民活動サポートセンター ２２-８００１
おだわら女性プラザＣＨＡＴ茶っと ● ● ● ● ● ● ● 地域政策課 ３３-１７２５
川東タウンセンターマロニエ ● ● ● ● ● ● ● ● マロニエ ４７-１５１５
城北タウンセンターいずみ ● ● ● ● ● ● ● ● いずみ ３７-９１１１
橘タウンセンターこゆるぎ ● ● ● ● ● ● ● ● こゆるぎ ４３-０２００
斎場 ● ● ● ● ● ● 斎場 ３４-４９０９
梅の里センター ● ● ● ● ● ● 梅の里センター ４２-５３２１
曽我みのり館 ● ● ● ● ● ● 曽我みのり館 ４２-５３２０
いこいの森 ● ● ● ● ● ● ● いこいの森 ２４-３７８５
小田原フラワーガーデン ● ● ● ● ● ● ● フラワーガーデン ３４-２８１４
小田原こどもの森公園わんぱくらんど ※９ ● ● ● ● ● ● ● ● わんぱくらんど ２４-３１８９
青少年相談センター ● ● ● ● ● ● ● ● ● 青少年相談センター ２３-１４８１
多古しらさぎ会館 ● ● ● ● ● ● ● 多古しらさぎ会館 ３５-０１７４
コミュニティホールかるがも ● ● ● ● ● ● ● コミュニティホールかるがも ４７-０５７５
小田原競輪場（車券発売、払戻金支払い） ※１０ ● ● ● 小田原競輪場 ２３-１１０１

※１：６ページの本文もご覧ください。　　　　※２：休日・夜間急患診療日は、広報おだわらいふ１２月１５日号の休日診療カレンダーでご確認ください。
※３：緊急に備え、２７日gは正午まで職員が待機しています。　　　　※４：火・水・金曜日の開館時間は、原則として９：００～１６：００です。
※５：会議室は２８日a、１月２日f～４日aの期間は利用できません。　　　　※６：貸室は２７日g、１月４日aは利用できません。
※７：グラウンドは１月３１日gまでは使用できません。。　　　　※８：３階の老人福祉施設は２７日gは利用できません。
※９：１２月２８日a～１月３日gの期間及び１月５日bは、こども列車・ポニー乗馬は休業しますが、園内の散策や遊具などの利用はできます。
※１０：１２月２８日a～３０日cは１０：３０までの車券発売、払戻金支払いとなります。
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文　

加
藤
憲
一

　

市
長
就
任
後
、
半
年
が
経
過
を
し
ま
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
い
の
ち
を
預
か
る

立
場
と
し
て
、「
持
続
可
能
な
市
民
自
治

の
ま
ち
」
へ
の
歩
み
は
着
実
に
進
め
つ
つ
、

山
積
す
る
課
題
に
も
遅
れ
る
こ
と
な
く
対

応
し
て
ゆ
く
、
そ
の
両
立
が
求
め
ら
れ
る

日
々
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
は
、

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
や
所
信
表
明
に
て
掲
げ
た

駅
前
再
開
発
や
ホ
ー
ル
事
業
に
つ
い
て
、

課
題
の
早
期
解
決
に
向
け
た
方
針
の
修
正

も
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
理
由
は
と
も
あ

れ
、
当
初
の
提
案
と
異
な
る
方
針
と
な
っ

た
点
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
の
提
案
内
容
に

ご
期
待
頂
い
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
申
し

訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
私
が
最
も

大
事
に
考
え
て
い
る
「
市
民
の
力
を
活
か

す
市
政
」
を
一
日
も
早
く
具
体
的
に
始
め

る
た
め
の
準
備
段
階
で
あ
り
、
地
な
ら
し

市
民
参
画
、
始
ま
る
。

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
い

わ
れ
る
二
酸
化
炭
素
は
、
工

場
や
自
動
車
な
ど
か
ら
大
量

に
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
の
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
二
酸
化
炭
素
も
決
し
て

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

❶
冷
房
の
温
度
を
１
度
高
く
、

暖
房
の
温
度
を
１
度
低
く
設
定
し
ま
し
ょ
う

　

設
定
温
度
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
年
間
当
た
り
約
31
キ
ロ
グ

ラ
ム
の
二
酸
化
炭
素
が
削
減
さ
れ
、
お
よ
そ
２
，０
０
０
円

の
節
約
に
な
り
ま
す
。

❷
家
電
製
品
の
主
電
源
を
切
り
ま
し
ょ
う

　

使
わ
な
い
家
電
製
品
は
主
電
源
を
切
り
、
長
期
間
使
わ
な
い

と
き
は
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く
こ
と
で
、
年
間
約

87
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
二
酸
化
炭
素
が
削
減
さ
れ
、
お
よ
そ
６
，

０
０
０
円
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

❸
使
っ
て
い
な
い
部
屋
の
照
明
は
、
小
ま
め
に
消
し
ま
し
ょ
う

　

家
族
が
同
じ
部
屋
で
過
ご
す
こ
と
で
照
明
も
暖
房
も
節
約
で

き
、
年
間
約
２
４
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
二
酸
化
炭
素
が
削
減
さ

れ
、
お
よ
そ
１
１
，０
０
０
円
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

❹
歯
を
磨
く
と
き
、
水
は
コ
ッ
プ
に
く
み
ま
し
ょ
う

　

例
え
ば
、
３
分
間
水
を
出
し
っ
ぱ
な
し
に
す
る
と
約
36
リ
ッ

ト
ル
が
無
駄
に
な
り
ま
す
。
コ
ッ
プ
に
く
ん
で
磨
く
こ
と
で
、

年
間
約
12
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
二
酸
化
炭
素
が
削
減
さ
れ
、
お
よ

そ
２
，２
０
０
円
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

❺
お
風
呂
の
残
り
湯
を
洗
濯
や
散
水
な
ど
に
使
い
ま
し
ょ
う

　

お
風
呂
一
杯
分
の
お
湯
は
約
１
８
０
リ
ッ
ト
ル
で
す
。
例
え

ば
、
そ
の
う
ち
の
半
分
を
洗
濯
や
散
水
に
利
用
す
る
こ
と
で
、

年
間
約
19
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
二
酸
化
炭
素
が
削
減
さ
れ
、
お
よ

そ
２
，８
０
０
円
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

１２月は地球温暖化防止月間
～自分自身の市民エコ・アクションを実践しよう！～

私たちの生活の中で発生する温室効果ガスが大気中に大量に放出され、地球全体の平均気温
が上昇する現象が地球温暖化です。
地球温暖化は、一人一人が自分の問題として受け止め、具体的に行動することが大切です。
市では、地球温暖化対策として「市地球温暖化対策地域推進計画」を策定し、私たちの家庭
から排出される二酸化炭素の５パーセント（約１２，６００トン）削減を目標としています。
Y環境政策課　☎３３-１４７２

～至誠・市政～

小田原・箱根木製品フェア２００８にて



89

で
あ
り
ま
し
た
が
、
６
月
・
９
月
と
市
議

会
で
の
議
論
も
経
て
、
よ
う
や
く
市
民
参

画
の
具
体
的
な
形
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
課
題
別
検
討
委
員
会
」
で
す
。

　

地
域
医
療
体
制
の
再
構
築
、
行
財
政
改

革
の
断
行
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で

の
市
政
運
営
、
小
田
原
駅
・
小
田
原
城
周

辺
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
来
年
度
以
降
始

ま
る
新
総
合
計
画
の
策
定
に
先
行
し
て
、

解
決
方
針
を
早
急
に
打
ち
立
て
な
く
て
は

な
ら
な
い
、
４
つ
の
重
要
分
野
で
す
。

　

こ
の
う
ち
、
３
つ
の
委
員
会
に
お
い
て
、

計
15
名
分
の
市
民
委
員
公
募
を
行
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
応
募
の
数
が
、
市
政

へ
の
参
画
に
対
す
る
市
民
意
識
の
表
れ
に

な
る
だ
ろ
う
と
、
期
待
と
不
安
で
見
守
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
75
名
、
特
に
小
田
原

駅
・
小
田
原
城
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
は
７

倍
以
上
の
倍
率
と
な
り
た
い
へ
ん
心
強
く

感
じ
ま
し
た
。

　

４
ヶ
月
余
り
と
い
う
短
い
期
間
で
課
題

解
決
方
針
を
策
定
し
て
頂
く
作
業
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
長
選
後
初
め
て
設

置
さ
れ
る
本
格
的
な
市
民
参
画
の
場
と
し

て
、
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
小
田
原
を
愛

す
る
気
持
ち
と
、
未
来
へ
の
視
点
に
立
ち
、

充
実
し
た
悔
い
の
な
い
議
論
を
展
開
し
て

頂
く
よ
う
、
心
よ
り
願
う
も
の
で
す
。
ま

た
検
討
会
は
原
則
公
開
で
あ
り
、
市
Ｈ
Ｐ

か
ら
も
意
見
を
投
稿
で
き
ま
す
の
で
、
委

員
と
し
て
参
画
で
き
な
い
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
も
強
く
関
心
を
寄
せ
て
頂
き
、

「
新
し
い
小
田
原
」
へ
の
最
初
の
大
き
な

試
金
石
を
、
共
に
乗
り
越
え
て
行
き
ま

し
ょ
う
。

あなたも「おだわら市民エコ・アクション宣言」してみましょう。
市ホームページからも申し込みできます。
http://www.city.odawara.kanagawa.jp/field/life/environ/ecoaction.html

❻
シ
ャ
ワ
ー
使
用
時
間
を
１
日
１
分
、
家
族
全
員
が
減
ら
し
ま
し
ょ
う

　

年
間
約
65
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
二
酸
化
炭
素
が
削
減
さ
れ
、
お
よ

そ
４
，０
０
０
円
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

❼
駐
・
停
車
中
は
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
ま
し
ょ
う
（
ア
イ
ド
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
プ
）

　

年
間
約
39
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
二
酸
化
炭
素
が
削
減
さ
れ
、
お
よ

そ
２
，０
０
０
円
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

❽
ご
み
の
分
別
を
徹
底
し
、
そ
の
減
量
に
努
め
ま
し
ょ
う

　

市
の
燃
せ
る
ご
み
に
は
、
再
資
源
化
で
き
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

が
約
15
パ
ー
セ
ン
ト
、
紙
類
が
35
パ
ー
セ
ン
ト
も
混
在
し
て

い
ま
す
。
燃
せ
る
ご
み
を
１
日
１
０
０
グ
ラ
ム
減
ら
す
こ
と

で
、年
間
約
31
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
二
酸
化
炭
素
が
削
減
さ
れ
ま
す
。

❾
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋
や
商
品
の
過
剰
包
装
を
断

り
ま
し
ょ
う

　

省
包
装
の
商
品
を
選
ぶ
こ
と
で
、
年
間
約
58
キ
ロ
グ
ラ
ム
の

二
酸
化
炭
素
が
削
減
さ
れ
ま
す
。

庭
を
緑
化
し
ま
し
ょ
う

　

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
酸
素
に
変
え
て
く
れ
る
植
物
を
庭
に

植
え
ま
し
ょ
う
。
低
木
の
庭
木
が
吸
収
す
る
二
酸
化
炭
素
は
、

年
間
約
３
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
り
ま
す
。

地
元
で
生
産
、
水
揚
げ
さ
れ
た
農
林
水
産
物
を
積
極
的
に
購

入
し
ま
し
ょ
う

　

遠
距
離
運
搬
の
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭

素
を
削
減
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
地
産
地
消
」
は
、
地
球

環
境
に
優
し
い
の
で
す
。

河
川
や
海
岸
の
美
化
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　

身
近
な
自
然
を
大
切
に
す
る
環
境
保
全
活
動
に
参
加
す
る
こ

と
で
、
地
球
環
境
の
保
護
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
す
べ
て
の
エ
コ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
実
践
す
る
と
、
１

世
帯
当
た
り
年
間
で
約
５
８
５
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
二
酸
化
炭
素
が

削
減
さ
れ
ま
す
。

　

市
の
全
世
帯
（
約
７
７
，０
０
０
世
帯
）
が
、
こ
の
エ
コ
・
ア

ク
シ
ョ
ン
を
行
う
と
、年
間
約
４
５
，０
４
５
ト
ン
が
削
減
さ
れ
、

目
標
を
大
き
く
超
え
て
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二酸化炭素排出量の推移

エコ・アクションを実行す
ると、こんなに変わります！
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おだわら情報

おだわら
情報

おだわら
情報

11

おだわら
情報

おだわら
情報

おだわら
情報

　

税
源
移
譲
が
行
わ
れ
、
平
成
19
年
分
以

降
の
所
得
税
が
減
額
と
な
り
、
所
得
税
額

か
ら
控
除
で
き
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
が

減
少
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

所
得
税
で
控
除
し
き
れ
な
く
な
っ
た
分

は
、
市
県
民
税
か
ら
控
除
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
か
た
は
、
控
除
を
受
け
よ

う
と
す
る
年
に
毎
回
申
告
書
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
引
き
続
き
控
除
を
受
け
る
か

た
、
今
年
初
め
て
対
象
と
な
る
か
た
も
期

日
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
か
た

平
成
11
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
18
年
12

月
31
日
ま
で
に
入
居
し
所
得
税
の
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て
い
る
か
た
で
、

平
成
20
年
分
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
差
し

Y
市
民
税
課　

☎
33
１
３
５
１

市
県
民
税
（
住
民
税
）
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

〜
対
象
の
か
た
は
お
早
め
に
申
告
を
〜引

き
前
の
所
得
税
額
が
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
可
能
額
よ
り
少
な
い
か
た
（
平
成
19

年
１
月
１
日
以
降
に
入
居
し
た
か
た
の

場
合
は
、
市
県
民
税
か
ら
の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。
所
得

税
の
新
し
い
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
制
度
の

特
例
が
あ
り
ま
す
の
で
、
税
務
署
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

■
必
要
な
も
の

○
印
鑑

○
市
県
民
税
の「
住
宅
借
入
金
等
特
別

税
額
控
除
申
告
書
」

○
確
定
申
告
書
ま
た
は
源
泉
徴
収
票

■
提
出
先

　

○
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
か
た

確
定
申
告
書
と
一
緒
に
税
務
署
へ
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

○
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
い
か
た

源
泉
徴
収
票
（
原
本
）
を
添
付
し
て

市
役
所
市
民
税
課
へ
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
提
出
期
限

　

平
成
21
年
３
月
16
日
B
ま
で

※
市
県
民
税
の
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
税

額
控
除
申
告
書
」
は
、
平
成
21
年
１
月

か
ら
市
民
税
課
及
び
税
務
署
の
窓
口
で

配
布
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。

合
併
検
討
会
情
報

〜
平
成
20
年
度
第
２
回
委
員
会
を
開
催
〜

県
西
地
域
合
併
検
討
会
で
は
、
平
成
20
年
度
第
２
回
委
員
会
が
11
月
12
日
D
に
小

田
原
市
役
所
で
行
わ
れ
、
今
後
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

Y
企
画
政
策
課　

☎
33
１
２
３
９

　

こ
の
日
は
、
前
回
の
委
員
会
を
踏
ま
え
、

「
住
民
説
明
会
の
意
見
の
集
約
」
に
つ
い

て
事
務
局
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
調
査
研
究
が
行
わ
れ
て
い

る
「
合
併
後
の
課
題
と
そ
の
対
応
策
」
に

つ
い
て
も
、
先
進
事
例
調
査
の
中
間
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
任
意
合
併
協
議
会
研
究
会
」
を

設
置
し
ま
す

　

市
議
会
９
月
定
例
会
で
は
「
任
意
合
併

協
議
会
の
設
置
を
求
め
る
請
願
」
が
採
択

さ
れ
、
南
足
柄
市
議
会
で
も
お
お
む
ね
同

様
の
請
願
や
決
議
が
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
民
間
団
体

か
ら
も
「
県
西
地

域
の
早
期
合
併
の

実
現
を
求
め
る
要

望
書
」
が
各
市
町

あ
て
に
提
出
さ
れ

る
な
ど
、
２
市
８

町
で
は
さ
ら
な
る

合
併
検
討
の
推
進

が
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
合
併

検
討
会
で
は
、
県
西
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い

任
意
合
併
協
議
会
の
在
り
方
を
議
論
し
、

今
後
の
合
併
協
議
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る

よ
う
、
任
意
合
併
協
議
会
の
準
備
に
向
け

た
研
究
組
織
の
設
置
に
つ
い
て
、
会
長
で

あ
る
加
藤
市
長
よ
り
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

協
議
の
結
果
、
現
在
の
合
併
検
討
会
の

下
部
組
織
と
し
て
、２
市
８
町
の
副
市
長
・

副
町
長
な
ど
に
よ
り
構
成
す
る
「
任
意
合

併
協
議
会
研
究
会
」
を
、
平
成
21
年
２
月

を
め
ど
に
設
置
す
る
こ
と
で
合
意
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
は
、
こ
の
研
究
会
に
お
け
る

具
体
的
な
検
討
項
目
な
ど
に
つ
い
て
調
整

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
の
合
併
検
討
会
で
は
、
引

き
続
き
先
進
事
例
調
査
や
任
意
合
併
協
議

会
の
在
り
方
な
ど
つ
い
て
協
議
す
る
と
と

も
に
、
こ
の
研
究
会
か
ら
の
報
告
も
踏
ま

え
て
、
予
定
ど
お
り
平
成
22
年
３
月
ま
で

に
最
終
的
な
合
併
検
討
の
方
向
性
を
明
ら

か
に
す
る
予
定
で
す
。

※
県
西
地
域
合
併
検
討
会
に
お
け
る
検
討

状
況
な
ど
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

http://www.city.odawara.kanagawa.jp/gappei/
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寒
さ
も
厳
し
く
な
り
、
暖
房
器
具
の
取
り
扱
い
が
多
く

な
る
歳
末
。
慌
た
だ
し
く
な
る
と
火
の
始
末
に
対
す
る
警

戒
心
が
薄
れ
が
ち
に
な
り
、
火
災
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

市
消
防
本
部
・
消
防
署
・
消
防
団
で
は
、
万
一
に
備
え

て
警
戒
警
備
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
大
型
店
舗
な

ど
の
特
別
査
察
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
防
火
意
識
を
高
め
る

た
め
に
広
報
活
動
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
し
て
い
ま
す
の
で
、
火
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
火
事
を
起
こ
さ
な
い
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
に
も
心
掛
け
、

火
災
の
な
い
明
る
い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。 

Y
警
防
課　

☎
49
４
４
２
１

歳
末
火
災
特
別
警
戒

〜
も
う
一
度
、
火
の
用
心
〜

　

子
ど
も
た
ち
に
豊
か

な
心
・
確
か
な
学
力
な

ど
の
「
生
き
る
力
」
を

は
ぐ
く
む
こ
と
が
、
子

ど
も
の
幸
せ
に
つ
な
が

り
ま
す
。
市
で
は
、
こ

の
方
針
を
基
に
、
今
年

度
の
重
要
課
題
の
一
つ

に
「
確
か
な
学
力
の
向

上
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
具
体
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、
放
課
後

な
ど
の
時
間
を
利
用
し

て
、「
お
だ
わ
ら
っ
子

チ
ャ
レ
ン
ジ
検
定
」
を
始
め
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
こ
の
検
定
を
一
つ
の
目
標
と
し
て
自

ら
進
ん
で
学
習
し
、
国
語
・
算
数
の
基
礎
的
な
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
日
ご
ろ
の
成
果
を
確
か
め

る
機
会
と
し
て
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

待
っ
て
い
ま
す
。

対　

象　

市
立
小
学
校
１
〜
６
年
生
ま
で
の
希
望
者

実
施
日　

第
１
回　

平
成
21
年
１
月　

第
３
週

　
　
　
　

第
２
回　

平
成
21
年
２
月　

第
３
週

場　

所　

各
小
学
校

コ
ー
ス　

国
語
、
算
数
の
各
１
〜
７
コ
ー
ス

内　

容　

国
語
：
漢
字
・
文
法
な
ど
の
言
語
事
項

　
　
　
　

算
数
：
数
と
計
算
領
域
な
ど
の
知
識
・
技
能

※
詳
し
く
は
、
11
月
に
各
学
校
よ
り
配
布
済
み
の
案
内
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Y
学
校
教
育
課　

☎
33
１
６
８
５

お
だ
わ
ら
っ
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
検
定

〜
僕
も
私
も
、
み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
!!
〜

　

市
で
は
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
各
種

情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
情
報
化
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
の
情
報
化
進
展
度
を
比
較
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
「
ｅ
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
０
８
」（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
）
の

結
果
が
発
表
さ
れ
、
小
田
原
市
は
２
０
０
７
年
の
12
位
か

ら
順
位
を
上
げ
、全
国
第
８
位（
県
内
４
位
）に
な
り
ま
し
た
。

　

ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
や
メ
ー
ル
に
よ
る
豊
富
な
情
報
提
供
が

分
野
別
で
全
国
２
位
に
な
っ
た
ほ
か
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た

防
犯
・
防
災
対
策
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
、
ウ
イ
ル
ス
感

染
な
ど
の
事
例
が
な
い
こ
と
な
ど
の
情
報
化
施
策
が
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
が
便
利
に
な
る
よ

う
に
、
よ
り
一
層
の
情
報
化
の
推
進
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

努
め
ま
す
。

※
調
査
結
果
の
団
体
数
：
２
０
０
８
年
５
月
末
時
点
の
１
，８
１
１

自
治
体
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
回
答
を
寄
せ
た

自
治
体
は
１
，４
８
１
団
体
（
回
収
率
は
81
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
）。

Y
情
報
シ
ス
テ
ム
課　

☎
33
１
２
６
４

「
ｅ
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
０
８
」で

小
田
原
市
が

全
国
第
８
位
（
県
内
４
位
）
に
！
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県
内
に
分
布
す
る
断

層
は
、
逆
断
層
と
横
ず

れ
断
層
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
広
報
お
だ
わ
ら

９
月
１
日
号
で
お
伝
え

し
ま
し
た
。
で
は
、
最

近
発
生
し
た
被
害
地
震

は
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

逆
断
層
タ
イ
プ
の

断
層
で
発
生
し
た
地

震
は
平
成
16
年
の
新
潟

県
中
越
地
震
（
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
6.8
）、
19
年

の
新
潟
県
中
越
沖
地
震

（
同
6.8
）
と
能
登
半
島

地
震
（
同
6.9
）、
今
年

６
月
の
岩
手
・
宮
城
内

陸
地
震
（
同
7.2
）
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
地
震
で
は
家
屋
の
倒

壊
破
損
に
加
え
、
多
く
の
山
崩
れ
や
地
滑
り
が
発
生

し
、
山
村
集
落
の
孤
立
が
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

横
ず
れ
断
層
タ
イ
プ
の
代
表
例
は
、
平
成
７
年
の

兵
庫
県
南
部
地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.3
）
で
す
。

「
震
災
の
帯
」
と
呼
ば
れ
る
細
長
い
帯
状
の
地
域
に

被
害
が
集
中
し
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。
こ

の
震
災
の
帯
は
、
地
震
の
揺
れ
が
地
下
構
造
に
よ
っ

て
増
幅
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
ま
し
た
。

　

内
陸
地
震
の
場
合
、
被
害
の
大
き
さ
は
被
災
地
の

地
質
や
地
形
、
地
下
構
造
な
ど
に
大
き
く
左
右
さ
れ

　

全
国
各
地
で

大
き
な
地
震
が

多
発
し
て
お
り
、

こ
の
地
域
も
例

外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
市
で
は
、

危
険
な
塀
の
撤

去
や
生
け
垣
へ

の
転
換
に
対
す

る
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　

万
一
の
場
合

に
備
え
て
、わ
が
家
の
安
全
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

補
助
対
象

○
市
内
の
道
路
に
面
し
た
危
険
な
塀
を
撤
去
ま
た
は
生

け
垣
へ
転
換
す
る
際
の
補
助

○
塀
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、

石
材
な
ど
を
用
い
て
築
造
し
た
塀
及
び
門
柱
で
、
道

路
面
か
ら
の
高
さ
が
１
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の

※
撤
去
後
、
新
た
に
40
セ
ン
チ
を
超
え
る
塀
を
築
造
す

る
場
合
は
補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

補
助
金
額

○
塀
の
撤
去

道
路
に
面
す
る
塀
の
長
さ
１
メ
ー
ト
ル
当
た
り

８
，０
０
０
円（
限
度
額
20
万
円
）

○
生
け
垣
築
造

道
路
に
面
す
る
生
け
垣
の
長
さ
１
メ
ー
ト
ル
当
た
り

６
，０
０
０
円（
限
度
額
15
万
円
）

※
工
事
見
積
額
が
右
記
の
計
算
で
算
出
さ
れ
た
額
を
下

回
る
場
合
は
工
事
見
積
額
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

防
災
メ
モ
②

〜
最
近
の
被
害
地
震
と
断
層
タ
イ
プ
と
は
〜

ま
す
。
ま
た
、
建
物
の
被
害
は
耐
震
性
の
問
題
、
山

崩
れ
は
降
雨
な
ど
気
象
の
影
響
も
加
わ
り
ま
す
。

　

県
西
部
の
地
質
や
地
形
な
ど
か
ら
は
、
丘
陵
や
山

地
で
は
山
崩
れ
や
地
滑
り
の
発
生
が
、
平
野
で
は
液

状
化
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
県
、
市
の
被
害
想
定
調
査
を
参
考
に
、

ま
た
、
県
内
の
地
震
活
動
は
温
泉
地
学
研
究
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://o

n
ke
n
.o
d
a
w
a
ra
.

ka
n
a
g
a
w
a
.jp
/

）
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
各
家
庭

や
職
場
の
安
全
対
策
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

見詰めよう  それぞれの防災
地震を知る、そして備える。私たち一人一人の意識向上が“安心して暮らせるまちづくり”につながります。

危
険
な
塀
撤
去
補
助
制
度

Y
防
災
対
策
課　

☎
33
１
８
５
６

Y
温
泉
地
学
研
究
所　

☎
23
３
５
８
８　
　

防
災
対
策
課　

☎
33
１
８
５
５

地滑りによって閉ざされた道路（岩手・宮城内陸地震にて）
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創
業
者
発
掘
と
起
業
支
援
の

拠
点
、
お
だ
わ
ら
街
な
か
起
業

家
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
起
業

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
を
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
随
時
お
受
け
し
て
、

起
業
へ
の
成
熟
度
を
助
言
し
た

り
、
起
業
家
を
応
援
す
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
に
は
６

つ
の
ブ
ー
ス
が
あ
り
、
起
業
し

た
か
た
が
入
居
し
事
業
活
動
を

展
開
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
現
在
、
空
き
ブ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
の
で
、
興
味
を
お
持

ち
の
か
た
は
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

市
民
活
動
と
は
、

「
地
域
の
た
め
、
社

会
の
た
め
、
自
分
の

で
き
る
こ
と
を
、
と

に
か
く
や
っ
て
み
よ

う
」
と
い
う
気
持
ち

を
原
動
力
と
し
た
市

民
の
皆
さ
ん
が
行
う

活
動
の
こ
と
で
す
。

　
い
わ
ゆ
る
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」も「
市

民
活
動
」
の
一
つ
で
、

市
で
は
、
よ
り
住
み
や
す
い
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
る
「
市
民
活
動
」
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

【
こ
ん
な
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
】

●
市
民
活
動
応
援
補
助
金

「
活
動
資
金
が
足
り
な
い
」
と
い
う
悩
み
を
抱
え

る
多
く
の
団
体
を
後
押
し
す
る
た
め
、
創
設
さ
れ

た
補
助
金
で
す
。

現
在
、
平
成
21
年
度
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と
ス
ク
リ
ー
ン
の
貸
し
出
し

市
民
活
動
団
体
や
自
治
会
な
ど
の
地
域
活
動
団
体

が
、
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
う
際
に
活
用
い

た
だ
け
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ー
タ
や
ビ

デ
オ
な
ど
の
映
像
を
拡
大
投
影
す
る
だ
け
で
な
く
、

パ
ソ
コ
ン
に
デ
ー
タ
と
し
て
取
り
込
む
手
間
を
か

け
ず
に
、
写
真
や
書
類
な
ど
の
実
物
を
そ
の
ま
ま

拡
大
投
影
で
き
る
「
実
物
投
影
」
機
能
も
備
え
て

い
ま
す
。

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
よ
る
保
障

市
民
の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て

い
る
最
中
（
活
動
場
所
へ
の
行
き
帰
り
を
含
む
）

に
起
こ
っ
た
事
故
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
事
故
が
発
生
し
た

際
に
速
や
か
に
地
域
政
策
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

（
た
だ
し
、
状
況
に
応
じ
て
対
象
と
な
ら
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
）。

【
そ
の
他
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
】

●
ま
ち
づ
く
り
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー

特
別
な
技
術
や
資
格
は
問
わ
ず
、
16
歳
以
上
の
か

た
な
ら
ど
な
た
で
も
登
録
で
き（
団
体
や
事
業
所

単
位
で
も
可
）、
市
民
活
動
団
体
な
ど
か
ら
の
協
力

依
頼
を
受
け
て
活
動
す
る
人
材
バ
ン
ク
制
度
で
す
。

空
い
た
時
間
で
何
か
し
た
い
、
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
地
域
で
生
か
し
た
い
な
ど
の
気
持
ち
は
あ
る
け

ど
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う

か
た
の
活
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
協
力
依
頼
も
、
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

●
お
だ
わ
ら
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
作
業
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
や
、

印
刷
機
な
ど
の
機
材
の
提
供
な
ど
、
市
民
活
動
団

体
の
支
援
だ
け
で
な
く
、
市
民
活
動
に
つ
い
て
の

相
談
に
対
し
て
、
具
体
的
に
活
動
団
体
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
。　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.city.odaw

ara.kanagaw
a.jp/

field/i-national/volunteer/shim
in.htm

l 

Y
産
業
政
策
課　

☎
33
１
５
１
９

お
だ
わ
ら
で〝
起
業
〞の
チ
ャ
ン
ス
を
!!

ま
す
。
ま
た
、
建
物
の
被
害
は
耐
震
性
の
問
題
、
山

崩
れ
は
降
雨
な
ど
気
象
の
影
響
も
加
わ
り
ま
す
。

　

県
西
部
の
地
質
や
地
形
な
ど
か
ら
は
、
丘
陵
や
山

地
で
は
山
崩
れ
や
地
滑
り
の
発
生
が
、
平
野
で
は
液

状
化
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
県
、
市
の
被
害
想
定
調
査
を
参
考
に
、

ま
た
、
県
内
の
地
震
活
動
は
温
泉
地
学
研
究
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h
ttp
://o

n
ke
n
.o
d
a
w
a
ra
.

ka
n
a
g
a
w
a
.jp
/

）
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
各
家
庭

や
職
場
の
安
全
対
策
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

チャンス＆チャレンジ！！
～市民の皆さんの新しい“力”をサポートします～

【起業家応援セミナー】
時間　いずれも１９：００～２１：００
期日 テーマ 講師

１２月１日B
ケータイマーケ
ティングによる顧
客づくり

二上経営デザイン
事務所代表・中小
企業診断士

二上 恵治さん

１月１９日B
私はこうして起業
を成功させた！

イマヤ代表
今屋 健一さん　

１月２６日B
起業家のための
リスクマネジメン
トと契約業務

おだわら街なか起
業家支援センター
インキュベーション
・マネージャー
金綱 潤さん

２月２日B
知っておくと得す
るＰＣ（パソコン）
スキル

㈱カインドテック
代表取締役社長
茅野 幸治さん

応
援
し
ま
す
！  

チ
ャ
レ
ン
ジ
、
市
民
活
動
！

Y
地
域
政
策
課　

☎
33
１
７
０
８
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馬
出
門
の
復
元
整
備
に
当
た
っ

て
は
、
後
世
に
繁
茂
し
た
周

辺
の
樹
木
に
つ
い
て
も
極
力
残
し
た

い
と
考
え
て
き
ま
し
た
が
、
調
査
や

工
事
が
進
む
中
で
、
ど
う
し
て
も
復

元
建
物
や
石
垣
、
貴
重
な
地
下
の
遺

構
を
傷
め
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
た
め
、
文
化
庁
や
専
門
家
の
意
見

を
参
考
に
、
や
む
を
え
ず
周
辺
の
樹

木
を
伐
採
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
判
断

し
ま
し
た
。

　

馬
出
門
手
前
の
松
①
②
③
及
び
桝

形
内
部
の
松
⑤
⑥
⑦
と
桜
②
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
根
が
成
長
し
、
江
戸
時
代

の
貴
重
な
遺
構
で
あ
る
石
組
水
路

（
桝
形
や
周
辺
の
雨
水
排
水
の
施
設
）

を
破
壊
し
て
い
る
状
況
が
観
察
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
松
④
⑧
と
梅
①
、

桜
③
は
、
復
元
し
た
門
や
土
塀
、
石

垣
に
近
接
し
て
い
る
た
め
、
枝
や
根

が
復
元
す
る
門
土
塀
や
石
垣
基
礎
を

史
跡
小
田
原
城
跡  

馬
出
門
周
辺
の
樹
木
の
整
理

教
育
委
員
会
で
は
、
史
跡
の
保
存
と
活
用
を
目
的
に
、
二
の
丸
の
大

手
門
に
当
た
る
馬
出
門
を
江
戸
時
代
末
期
の
姿
に
復
元
し
て
い
ま
す
。

広
報
お
だ
わ
ら
10
月
１
日
号
で
は
、
来
年
３
月
完
成
予
定
の
復
元
工

事
の
よ
う
す
と
、
周
辺
樹
木
の
課
題
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
こ

こ
で
は
そ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

Y
文
化
財
課　

☎
33
１
７
１
８

▲石組水路と松の根▲

破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
文
化
庁
や
専
門

家
の
指
導
を
受
け
、
こ
れ
ら
の
樹
木

は
伐
採
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
桜
①
に
つ
い
て
は
、
当
面

は
慎
重
に
経
年
観
察
を
続
け
る
こ
と

に
し
ま
す
。

　

市
議
会
12
月
定
例
会
に
お
い
て
関

係
す
る
補
正
予
算
を
審
議
い
た
だ
き
、

復
元
工
事
の
進
捗ち

ょ
くに

合
わ
せ
て
樹
木

の
伐
採
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

姫
路
城
や
肥
前
名
護
屋
城
、
高
知

城
、
大
阪
城
な
ど
全
国
各
地
の
史
跡

や
城
郭
で
同
様
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
、

文
化
庁
か
ら
の
指
導
を
受
け
て
樹
木

の
整
理
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
史
跡
で
あ
る
小
田
原
城
を
、
そ

の
価
値
を
損
ね
る
こ
と
な
く
守
り
後

世
に
伝
え
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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ニュース
　

連
載（
４
回
）の「
益
田
鈍
翁
の
記
憶
」

は
、
大
変
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
は
松
永
耳
庵
（
本
名　

安
左
ヱ
門

１
８
７
５
〜
１
９
７
１
）
が
松
永
記
念

館
を
設
立
し
て
か
ら
50
年
と
い
う
記
念

の
年
に
な
り
ま
す
。

　

晩
年
を
板
橋
・
掃
雲
台
に
暮
ら
し
た

鈍
翁
（
益
田
孝
）
の
遺
志
は
、
彼
の
死

後
、
鈍
翁
に
導
か
れ
て
茶
の
湯
の
世
界

に
入
っ
て
い
っ
た
耳
庵
へ
と
引
き
継
が

れ
て
い
き
ま
す
。

　

戦
争
直
後
の
１
９
４
６（
昭
和
21
）年
、

耳
庵
は
掃
雲
台
か
ら
程
近
い
場
所
に
老

鈍
翁
か
ら
耳
庵
へ

〜
来
年
は
松
永
記
念
館
設
立
50
年
の
記
念
の
年
〜

Y
郷
土
文
化
館　

☎
23
１
３
７
７

欅
荘
を
建
て
移
り
住
み
ま
す
。
政
財
界

の
指
導
者
と
し
て
、
近
代
数
寄
茶
の
継

承
者
と
し
て
、
芸
術
文
化
の
保
護
者
と

し
て
、
耳
庵
は
鈍
翁
の
遺
志
を
引
き
継

ぎ
な
が
ら
も
自
ら
の
境
地
を
切
り
開
い

て
い
き
ま
す
。

　

松
永
記
念
館
は
、
耳
庵
が
自
ら
蒐

し
ゅ
う

集

し
た
美
術
品
な
ど
を
収
蔵
し
公
開
す
る

た
め
に
、
１
９
５
９
（
昭
和
34
）
年
に

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
松
永
記
念
館

を
舞
台
に
、
耳
庵
は
園
遊
会
を
開
き
、

財
界
人
や
文
化
人
な
ど
多
く
の
人
々
が

集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
園
遊
会

で
「
名
物
そ
ば
」

と
し
て
ふ
る
ま
わ

れ
た
の
が
「
箱
根

は
つ
花
」
の
蕎そ

麦ば

で
し
た
。
現
会
長

の
小
宮
義
一
さ
ん

は
、
耳
庵
の
人
柄

を
慕
っ
て
、
精
魂

を
込
め
て
蕎
麦
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

耳
庵
は
、
小
宮
さ
ん
に
感
謝
の
意
を

込
め
て
書
を
贈
り
ま
し
た
。
先
日
、
そ

の
う
ち
２
点
が
小
宮
さ
ん
か
ら
市
に
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な
書

を
は
じ
め
と
す
る
、
ゆ
か
り
の
品
々
を

展
示
す
る
特
別
展
を
平
成
21
年
度
に
予

定
し
て
い
ま
す
。

加藤市長（右）へ書を贈る小宮さん

れ
に
も
負
け
な
い
！
〞
そ
ん
な
ひ
た
む
き
さ
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
目
標
は
？
そ
う
問
う
と
、「
勝

利
こ
そ
が
す
べ
て
で
す
」（
曽
根
田
選
手
）、「
日

本
一
の
応
援
と
い
わ
れ
る
小
田
原
の
フ
ァ
ン
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い
で

す
」（
近
藤
選
手
）
と
顔
を
ほ

こ
ろ
ば
せ
な
が
ら
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　

次
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
と
な

る
来
月
25
日
a
の
対
シ
ュ
ラ

イ
カ
ー
大
阪
戦
は
、
小
田
原

ア
リ
ー
ナ
へ
集
結
！
皆
さ
ん

で
ベ
ル
マ
ー
レ
カ
ラ
ー（
青

と
緑
）
に
客
席
を
染
め
ま

し
ょ
う
！

　

日
本
フ
ッ
ト
サ
ル
界
の
頂
点
を
争

う
Ｆ
リ
ー
グ
。
２
シ
ー
ズ
ン
目
も
佳
境

に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
熱
戦
が
続
く
今
、

小
田
原
ア
リ
ー
ナ
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

と
す
る
「
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
フ
ッ
ト
サ

ル
ク
ラ
ブ
」
の
中
心
的
選
手
２
人
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

市
内
に
お
勤
め
で
、
眼
光
鋭
く
が
む

し
ゃ
ら
に
ゴ
ー
ル
を
狙
う
、
元
日
本
代

表
で
背
番
号
11
番
の
曽
根
田
選
手
。
点

取
り
屋
と
し
て
チ
ー
ム
を
鼓
舞
す
る

迫
力
は
圧
巻
で
、
フ
ァ
ン
や
チ
ー
ム
か

ら
の
信
頼
も
厚
く
、
ベ
ル
マ
ー
レ
の
未

来
は
「
ソ
ネ
」
の
右
足
に
懸
か
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
子
ど
も
た
ち
の
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー

チ
で
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
ら
し
い
さ
わ
や
か
な
笑

顔
が
印
象
的
な
背
番
号
14
番
の
近
藤
選
手
。
軽

快
な
ス
テ
ッ
プ
で
フ
ィ
ー
ル
ド
を
縦
横
無
尽

に
走
り
抜
く
「
ジ
ュ
ン
ヤ
」
の
動
き
か
ら
は
目

が
離
せ
ま
せ
ん
。
同
じ
く
日
本
代
表
と

し
て
の
経
験
も
豊
富
で
、
そ
の
人
気
は

全
国
区
で
す
。

　

プ
ロ
で
は
な
い
２
人
は
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
と
選
手
と
い
う
「
二
足
の
わ
ら

じ
」
を
履
い
て
い
ま
す
。
夜
８
時
30
分

か
ら
深
夜
に
及
ぶ
チ
ー
ム
練
習
に
も

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
両
立
は
決

し
て
簡
単
な
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
こ
そ
、〝
内
に
秘
め
た
闘
志
は
だ

湘南ベルマーレフットサルクラブ

曽根田 盛将さん（左）

近藤 純也さん（右）

元
気
あ
ふ
れ
る
人
た
ち
の
笑
顔
は
、
見
て
い
る

人
た
ち
に
も
力
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
。
こ
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
ん
な
が
元
気
に
な
る
よ
う

に
、
す
て
き
な
笑
顔
を
お
届
け
し
ま
す
。

試合中、ファンの声援にこたえる２人



ま
ち
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広
報
お
だ
わ
ら
は
、
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

10
月
１
日
現
在 

小
田
原
市
の
人
口
１
９
８
，６
９
８
人  

７
７
，２
６
６
世
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日
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年末年始ころから室内に飾られる
「シクラメン」。
桜草科の多年草で、アジアや地
中海沿岸地方が原産です。
明治初期に導入され、原産地で
野生の豚がシクラメンの球根を食
べたことなどから、“豚の饅

まん

頭
じゅう

”とも
呼ばれています。
開花時期は初冬から春まで。花の
色はさまざまで、花びらが上へ大き
く反り返っているのが特徴です。
１２月１１日（木）～１３日（土）に開
かれる「シクラメン品種展示会」で
ご覧いただけます。

片浦小学校
（児童数：６９人）

「
栽
培
活
動
」
を
通
し
て
、
交
流
を
！

　

片
浦
地
区
は
み
か
ん
の
産
地
で
、
小
学
校
の
校
歌

に
も
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。
海
が
よ
く
見
え
る
学
校
近

く
の
小
高
い
場
所
に
、
学
校
農
園
が
あ
り
ま
す
。
農

園
の
入
り
口
付
近
に
は
、
片
浦
小
学
校
の
名
前
に
ち

な
ん
で「
か（
カ
ラ
マ
ン
ジ
ン
）た（
た
ち
ば
な
）う（
温

州
み
か
ん
）
ら
（
ラ
イ
ム
）」
の
、
柑か

ん

橘き
つ

苗
が
植
え
て

あ
り
ま
す
。
こ
の
農
園
で
は
、
片
浦
の
特
産
品
で
あ

る
み
か
ん
を
１
年
と
６
年
、
２
年
と
５
年
、
３
年
と

４
年
の
ペ
ア
学
年
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。特
に
３
・
４

年
生
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
利
用
し
て
、
地
域

の
か
た
（
ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
）
の
指
導

を
受
け
て
、
摘
果
や
肥
料
ま
き
、
除
草
作
業
な
ど
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
甘
い
み
か
ん
が
で
き
る
よ
う

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
は
、
地
域
の
か
た
や
県
農

業
技
術
セ
ン
タ
ー
足
柄
地
区
事
務
所
根
府
川
分
室
の

か
た
に
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。

　

収
穫
し
た
み
か
ん
は
、
全
校
で
給
食
の
時
間
に

食
べ
た
り
、
ジ
ュ
ー
ス
や
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
に
し
て
味

わ
っ
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
で
栽
培
し
た
み
か
ん
は
、

と
て
も
お
い
し
い
で
す
。

　

地
域
の
特
産
品
を
育
て
て
い
る
な
ど
の
共
通
点
が

多
い
東
湯
野
小
学
校
（
福
島
県
）
と
学
校
間
交
流
を

し
て
い
ま
す
が
、
毎
年
、
互
い
に
育
て
た
自
慢
の
果

物
を
送
り
合
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
農
園
に
は
各
学
年
の
畑
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
年
で
工
夫
し
て
野
菜
の
栽
培
を
行
っ
て
い

ま
す
。
特
に
１・２
年
生
は
、
青
少
年
健
全
育
成
協

議
会
か
ら
い
た
だ
い
た
さ
つ
ま
い
も
の
苗
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。
育
て
た
さ
つ
ま
い
も
は
、
片
浦
中
学
校
の
収

穫
祭
に
招
待
さ
れ
て
全
校
で
参
加
す
る
際
に
、
お
い

し
く
料
理
し
て
持
っ
て
い
き
、毎
年
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
栽
培
活
動
を
通
し
て
地
域
の
か
た
や
中

学
生
と
交
流
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

このコーナーでは、小・中学校でのユニークな取り組みを
紹介します。子どもたちの生き生きとした表情を見ると、小
田原の未来も安心！という気持ちになりますね。

Y教育政策課　☎３３-１６７１

今月号は…

連載

さまざまな花に彩られ、
四季折々の表情を見せるおだわら。
毎月、花の名所を紹介します。

小田原フラワーガーデン
Yフラワーガーデン　☎３４-２８１４
　http://www.city.odawara.
　kanagawa.jp/public-i/
　park/o-furawa.html
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高
たか

橋
はし

 玲
りょう

さん
（４年生）

片浦小には、各学年のみかんの木があります。
僕たちは、１年生のときから、みかんを育ててきま
した。今年も３・４年生でみかんを育て、草むしり、
肥料まき、水やり、摘果などをしてきました。摘
果は、９月初めに地域のかたにやり方を教えても
らいました。できている実を取るのはかわいそう
でしたが、大きく甘いみかんを作るためだと聞か
せてもらいました。これからは、自分の実を決め
て、どのように大きくなるかを観察していきます。
近くにある農業技術センターのかたにも、甘いみ
かんのことを聞きました。これからもみんなで協
力して、おいしいみかんを育てていきます。

中
なか

島
じま

 美
み

晴
はる

さん
（６年生）

毎年、東湯野小の皆さんに、私たちが
育てたみかんを送っています。それと
一緒に、片浦小学校の活動のようすや
自分たちのプロフィールなども添えて
います。東湯野小からは、学校で育て
たリンゴや学校の紹介などが届きます。
児童数が少なく、鼓笛隊（片浦小は金
管バンド）やなわとび大会など、私た
ちの学校と似ている点がたくさんある
ので、とても親しみが持てました。こ
れからも、みかんやリンゴを通して仲良
く交流していきたいです。


